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冒険のひとつのゴール 

副校長  阿部  隆次  

今日で 1 学期の授業期間が終わり、子供たちが楽しみにしている夏休みがやってきます。校内で出会う

子供たちからは夏休みへの期待が聞かれる一方、しばらくとはいえ学校と別れることへの寂しさについて話

してくれる子が例年よりも多いように感じます。これも 1 学期が充実していた証左だと捉えています。月並み

な言い方にはなりますが、九小の子供たちは学習に、行事に対して意欲的に頑張り、確実な成長を遂げま

した。4 月からのこの 3 か月余りの間に、子供たちは学校、学級という一つのコミュニティの一員として生活

し、日々努力を重ねて、また一つ大きなステップを登り切ったのです。明日から始まる夏休みは、暦の関係で

いつもよりも長めの４５日間。安堵の表情を浮かべながら、友達と肩を並べて下校していく子供たちの後ろ

姿を見ると、少し前の自分の姿を思い浮かべずにはいられません。 

5 年前、私は副校長に昇任しました。令和３年 4 月 1 日、初めて副校長として赴任したのは、府中市立

府中第七中学校でした。全く経験のない副校長の業務であることに加え、20 年近くも小学校で働いてき

た私にとって、中学校での勤務は全くの未知の世界でした。加えて当時はコロナ禍のさなかにあり、まだま

だ明るい見通しのもてない時期でもありました。そんな当時を思い出すと毎日が発見に次ぐ発見で、非常

に新鮮な気持ちになる反面、毎日が慌ただしく、時には不安に満ちた時期もありました。特に先の展開が読

めない不安というものは、大人といえどもプレッシャーになることを痛感させられました。毎朝、薄暗いうちに

家を出て、玄関の鍵を閉める度に「今日も無事に帰って来られますように」と、まるで冒険の旅にでも出か

けるような心境で鍵をかけていたことを、今でもよく覚えています。そして一日の業務が終わり、自宅に戻っ

て鍵を開けるときに、一日が無事に終わったことを喜びつつ、また翌日への不安を抱えて眠りにつく生活が

続きました。結果としては尊敬すべき上司、そして意欲的な教職員、更には常に学校を支え、応援してくださ

る保護者の皆様のおかげで、次第に業務にも慣れ、副校長として多くの学びを重ねることができました。そ

して無事に１学期末を迎えた時の充実感と開放感は、久しく味わったことのない感覚でした。 

夏休みを迎えた今、九小には当時の私と同じように感じている子供が少なからずいることでしょう。特に

1 年生やクラス替えのあった学年、担任の変わったクラスならばなおさらです。学校に通うということは、「学

習活動に取り組み、集団生活を通して多くのことを学ぶ」ということを意味します。当然、子供たちにとって

未知の活動や経験をする場面も多く、かつて私が副校長業務について不安な気持ちをもったのと同じよう

に、ある種の緊張感が伴う場面もあったはずです。しかし勇気を振り絞り、また失敗を恐れず学習活動に取

り組んだ結果、九小の子供たちは一人の例外もなく自身を成長させ、自らを高めることができました。こうし

た一人一人の努力と成長を、私たち大人は大いに称え、認めてあげるべきだと思います。  

そして子供たちの頑張りの陰には、保護者の皆様方のご理解とご協力があったことは言うまでもありませ

ん。お子さんを毎朝学校に送り出し、子供たちが頑張って帰ってくるのを迎えるにあたって、保護者の皆様も

いろいろと思い、感じることがあったはずです。しかし毎日帰ってきた子供たちを温かく迎えてくださる保護者

の皆様がいてくれるからこそ、家庭という絶対の安全地帯があるからこそ、子供たちは学校で未知の課題

に取り組み、頑張ることができます。１学期の間、子供たちを学校に送り出し、そして温かく迎え、更には励ま

してくださりありがとうございました。子供たちの冒険はまだまだ続きます。2 学期も頑張るお子様たちを、今

まで通り温かく迎えてあげてください。保護者の皆様もどうぞ楽しい夏休みを過ごされますように。 

１学期最終号 



【職場体験】九小へようこそ中学生！ 

副校長   阿部 隆次  

市内の全公立中学校では２年生の総合的な学習の時間の一環

で、「職場体験」を行っています。以前は５日間の活動でしたが、コロナ

禍における活動の停止を経て、現在は３日間の体験活動になっていま

す。６月中旬から 7 月にかけて、九小学区のほとんどの卒業生が通学

する府中第一中学校と、主に白糸台小と府中四小、府中十小の卒業

生たちが通学する府中第ニ中学校の２年生、合計 14名が、職場体験でやってきました。体験内容は、１年

生、３年生、４年生の教室に入り、教職員の授業の様子を見学しながらの学習補助や教材準備等が主な

ものでした。慣れない環境でも中学生たちは積極的に子供たちと関わり、休み時間には児童たちと楽しそう

に遊ぶ様子が見られました。また中学生が毎日つける日誌の中からも、多くの学びがあったことがうかがえ

ました。中学生が学びを深める一方、九小の児童たちは３日間、共に学校生活を送る中で、自分が中学生

になるとどうなるのか、というイメージをもつ機会にすることができました。九

小の児童たちも中学２年生になったときに、同様に府中の街のあちらこち

らで職場体験をし、学びを深めていくことと思います。今後、府中第四中

学校と府中第十中学校の生徒の受け入れもする予定です。府中の子の

学びのために、どうぞご理解とご協力をお願いいたします。 

今年度第 1 回目の校内研究授業を実施しました 

研究推進委員会委員長   A  H 

６月２４日（水）に、今年度第１回目の校内研究授業を実施し

ました。今回は６年生が、デジタル教材を活用した算数科「分数

のわり算」の授業を行いました。児童が自ら学習内容や学習方法

を選択し、見通しをもって取り組むことを通して、主体的な学び

につなげることをねらいに、全教職員で授業づくりについて検討

しました。６年生の児童は、「この時間に自分は何を学ぶのか」

「どのように学ぶのか」を一人一人が考えた上で授業に臨みました。問題を作ったり、友達が作

った問題に取り組んだりするなど、意欲的に学習を進める姿が見られました。現在、教育現場で

は学び方の転換が求められています。 

今年度、「デジタルを活用したこれからの学び研究実践校」とし

て、府中第一中学校区（一中・一小・九小）が一体となって研究

に取り組んでいます。それに伴い、本校では今年度の研究主題を

「自己決定できる第九の子 ～デジタルを活用し、主体的に学ぶ

児童の育成～」とし、実践を重ねています。東京女子体育大学の

石出教授からご指導をいただきながら、児童が楽しく主体的に学

ぶことのできる授業を目指し、今後も研究を深めてまいります。 

備蓄用ライスクッキーを配布しました 

副校長   阿部  隆次  

本校の北校舎には防災用の備蓄用倉庫があります。ここには万が一の

災害時、下校を見合わることになった場合等に備えて、子供たちの空腹を

満たすための食品や飲料水が保管してあります。そのうち、賞味期限が近



  

づいているライスクッキーが２学期から新しいものに入れ替えになるため、本日、全校児童に配布し、３箱ず

つ持ち帰ってもらいました。アレルゲン等についてはパッケージに記載がありますので、ご心配な方はどうぞ

ご確認の上、ご家庭で召し上がってみてください。いつやって来るかわからない災害の際に、児童の命をつ

なぐための大切な食糧として、ライスクッキーの他にも飲料水とアルファ米を備蓄しています。こうしたものが

役に立たないに越したことはありませんが、皆様の安心材料の一つになれば嬉しいです。 

【第一回】スクールコミュニティ協議会を開催しました 

副校長   阿部 隆次  

６月２０日に今年度第一回目のスクールコミュニティ協議会を開催し

ました。近隣の中学校、高等学校の校長先生方や保育園の園長先生、

府中刑務所の調査官、青少対第一地区委員長、民生委員、ＰＴＡ本部

役員の皆様方を委員としてお迎えし、それぞれの立場からご意見を伺い

ました。第一回のため、学校側からは学校経営計画や行事等に説明し、

それぞれの立場でのご意見や普段接する九小の児童、あるいは本校の学区について幅広い視点で多くの

ご意見をいただきました。またその後に行われました第３回目の新校舎

ワークショップにも委員の皆様にご参加をいただき、九小の学区や子供

たちとのつながりについて、活発にご意見をいただき充実したワークショ

ップにすることができました。今年度も委員の皆様から頂きましたご意見

を学校経営にいかし、更なる改善につなげてまいります。 

 

【４年生】社会科・理科見学で多くのことを学びました 

第４学年主任   K  S 

待ちに待った社会理科見学。４年生は府中市から出される全ての可燃

ごみが焼却処分されているクリーンセンター多摩川と、府中郷土の森にあ

るプラネタリウムを見学し、貴重な体験をしてきました。クリーンセンター多

摩川では、実際に私たちの生活の中から出るごみが、どのようの処理され

ていくのかについて、その様子を見ながら学習しました。更に職員の方の

話を聞きながら一生懸命にメモを取り、更に深堀をするような質問を繰り返して、実りの多い見学にするこ

とができました。また、プラネタリウムではこれから理科で学習する星や月

の動き方を学びました。九小の校庭から見える星空が大きなプラネタリウ

ムに映し出されて、大興奮の４年生。星座の世界について楽しみながら

学習しました。１学期を通してさらに成長した４年生の子供たち。校外学

習でもしっかりと見学する姿を見ることができて、担任として嬉しく思いま

す。次の校外学習は３年生と一緒に行く遠足です。楽しみですね！  

夏季休業期間並びに学校閉庁日に関するお知らせ 

 夏季休業期間のうち、平日には午前 8 時 15 分から午後 4 時 45 分までは教職員がおります。ただし学

校閉庁日（8 月 10 日から 8 月 14 日まで）は職員がおりませんので、学校閉庁期間と土曜日、日曜日、

祝日に緊急の連絡等がございましたら、下記の府中市役所の代表電話までご連絡ください。  

府中市役所代表電話：042-364-4111 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２学期はじめの集団登校はありません 

7 月下旬から 9 月上旬の主な予定 
給食

7 18 土

7 19 日

7 20 月 海の日

7 21 火 夏季休業日始　個人面談

7 22 水 個人面談

7 23 木 個人面談

7 24 金 個人面談

7 25 土

7 26 日

7 27 月 個人面談

7 28 火 個人面談

7 29 水 個人面談

7 30 木 個人面談予備日

7 31 金 個人面談予備日

8 1 土

8 2 日

8 3 月

8 4 火

8 5 水

8 6 木

8 7 金

8 8 土

8 9 日

8 10 月 学校閉庁日（日直はいません）

8 11 火 山の日

8 12 水 学校閉庁日（日直はいません）

8 13 木 学校閉庁日（日直はいません）

8 14 金 学校閉庁日（日直はいません）

8 15 土

8 16 日

8 17 月

8 18 火

8 19 水

8 20 木

8 21 金

8 22 土

8 23 日

8 24 月

8 25 火

8 26 水

8 27 木 PTAラジオ体操　8:15～

8 28 金 PTAラジオ体操　8:15～

8 29 土

8 30 日

8 31 月
夏季休業日終わり

PTAラジオ体操　8:15～

9 1 火 B時程　始業式　全学年４時間授業 × 4 12:10 4 12:10 4 12:10 4 12:10 4 12:10 4 12:10

9 2 水
給食開始　あんぜんの日

発育測定（２、３年生）
〇 5 14:15 5 14:15 5 14:15 5 14:15 5 14:15 5 14:15

9 3 木 発育測定（４、５年生、ふたば学級） 〇 5 14:30 5 14:30 6 15:20 6 15:20 6 15:20 6 15:20

9 4 金 発育測定（１、６年生） 〇 5 14:30 5 14:30 5 14:30 6 15:20 6 15:20 6 15:20

月 日 曜 主な予定
授業時間数と下校時刻のめやす

1年 2年 3年 4年 5年 6年


